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Abstract (level 1 heading, centered)
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キーワード：世界の諸英語，共通語としての英語，コーパス言語学（6つ以内）
World Englishes, English as a Lingua Franca, Corpus Linguistics

本文はここから始めてください。序論には「はじめに」などの見出しをつけないでください。


レベル1の見出し
   序論以降は「先行研究」や「方法」など、自由に見出しをつけてください。レベル1の見出しは太字で、中央揃えです。

レベル2の見出し 
   レベル2の見出しは太字で、左揃えです。レベル2とレベル3の間に空行は入れないでください。
レベル3 の見出し 	
   レベル3の見出しは太字かつ斜体で、左揃えです。

[bookmark: _Hlk181050353]新しいレベル1の見出し
新しいレベル1の見出しをつけるときは、前に空行を1行入れてください。表には番号をふってください（1つの場合も「表1」とします）。表では縦の線を使用しないでください。その他については、以下にある英語原稿用の表の書き方を参考にしてください。

表1
学生の特徴a
	特徴
	コース
	合計
(n = 61)

	
	1　(n = 15)
	2　(n = 28)
	3　(n = 18)
	

	年齢, M (SD)
	20.5 (1.6)
	22.6 (8.1)
	21.4 (3.0)
	

	　2年
	4
	8
	12
	24

	3年
	11
	20
	6
	37


a 表1などはボールドで、タイトルは斜体です.
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付録
タイトル
　付録はここから始めてください。付録が複数ある際は、番号をふってください。表を掲載する際は、本文にある注意事項に倣ってください。
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